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令和３年度第２回鹿行保健医療福祉協議会及び 

第４回鹿行保健医療圏における地域医療構想調整会議 議事録 

 

１ 日 時：令和４年３月 22日（火） 18 時 30 分 から 19 時 50 分 まで 

２ 場 所：茨城県潮来保健所２階大会議室（Web 会議として開催） 

３ 出席者：37 名（別紙「出席者名簿」のとおり） 

      （内訳）委員 23名 

事務局 医療局長、医療政策課８名、医療人材課１名、 

鹿行県民センター１名、保健所５名 

４ 議 事 

開会：事務局 大澤次長（潮来保健所） 

令和３年度第２回鹿行保健医療福祉協議会及び第４回鹿行保健医療圏における地域

医療構想調整会議を会場参加とオンラインによる開催を宣言 

 

  委員紹介：事務局 大澤次長（潮来保健所） 

鹿行保健医療福祉協議会の新委員を紹介。 

  新委員 茨城県議会議員 長谷川重幸委員 

 

定足数確認：事務局 大澤次長（潮来保健所） 

地域医療構想調整会議要綱（以下要綱という。）第７条第２項の規定により、定足数

を満たし、本調整会議は成立することを確認。 

   

  議長選出：事務局 大澤次長（潮来保健所） 

要綱第７条第１項に基づき議長に会長を選出。 

 

会議の公開：松倉議長（鹿島医師会長） 

公開とすることが承認された。 

 

  議事録署名者：松倉議長（鹿島医師会長） 

要綱第 10条第１項の規定により、２名の会議録の署名者を指名。 

潮来薬剤師会 会長 高橋委員 

潮来保健所管内食生活改善推進員協議会 会長 原委員 

 

 

議事：① 地域医療構想調整会議の進捗状況について 

 

説明：梅田係長（医療政策課） 

議論の進捗状況を説明。 

今後の地域医療構想調整会議の進め方について説明。 
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  説明：佐々木主査（医療人材課） 

地域医療構想調整会議で合意を得た医師派遣状況について説明。３月 24日（木）の地

域医療対策協議会において、最終的な派遣の人数等が決定される。 

 

  意見：小山記念病院（呉屋先生） 

     病床機能の転換や病床数削減について、地域医療構想調整会議で議論をしていかなけ

ればならないと考える。 

 

  説明：医療政策課（土信田課長） 

     新型コロナウイルス感染症（新興感染症）に対する地域でのありかたについても協議

していただきたい。病床数削減が前提ではなく、役割分担等を踏まえて鹿行の医療体制

をどのように良くしていくかという視点でご検討いただければと思います。 

 

  意見：松倉会長 

     集約化が必ずしもいい結果を生むわけではないということをこの地域は経験している

ので、そんなに簡単な話ではない。 

 

 

議事：② 病床機能の再検討について 

③ 医療機能の「拠点化・集約化」に向けた今後の方向性について 

 

説明：林係長（潮来保健所地域保健推進室） 

②病床機能の再検討について 

各医療機関から回答があったものを集計し高度急性期が増え、急性期が減少したこと

を説明。 

③医療機能の「拠点化・集約化」に向けた今後の方向性について 

・脳血管疾患及び心血管疾患について合意には至っておらず、更なる協議が必要と説

明。 

 ・救急については、地域で２０００件増加を目指し各医療機関が対策を図るとともに、

地域医療対策協議会へ医師派遣の要望をしたことを説明。 

 ・がん及び糖尿病については、今後協議をすることを説明。 

 

  意見：小山記念病院（呉屋先生） 

放射線治療や小児がん治療ができていない。緩和ケアについても十分ではない。 

口腔がんや皮膚がんなどの特殊ながんについてもできていない。 

緩和ケアの研修を小山記念病院で実施している。 

 

 

議事：④ 休床中の病棟の今後の計画について 
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  説明：白十字総合病院、神栖済生会病院、なめがた地域医療センター 

鈴木院長（白十字総合病院） 

    看護師不足のため休棟となっているが、看護師の採用を見込んでおり将来的に

はすべて稼働する予定。 

中村院長（神栖済生会病院（済生会土合クリニックを含む）） 

    新型コロナウイルス感染症への対応のため空床としていた。新型コロナウイル

ス感染症の状況次第ではあるが、2023 年度半ばには神栖済生会病院の休床は解消

されすべて稼働する予定。 

    済生会土合クリニックについては、神栖済生会病院の医師確保を進め土合クリ

ニックの機能強化に繋げていくことにより、入院患者を安定して確保できる環境

を作り、病床の運用開始に繋げていく。 

清水院長（なめがた地域医療センター） 

    199 床について、令和３年４月より休床し、外来診療に特化した体制としてい

る。 

 

説明：梅田係長（医療政策課） 

  非稼働病床などについて随時情報共有をし、地域医療構想調整会議で議論を進めていた

だきたい。 

  医療機関の「拠点化・集約化」を分野ごとに進めていただきたい。 

  病床機能・病床数について、2025 年に向けた方針の作成を進めていただきたい。 

 

 

報告：①第７次茨城県保健医療計画の中間見直しについて、②医療機器の共同利用計画につ

いて、③新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

  説明：梅田係長（医療政策課） 

第７次茨城県保健医療計画の中間見直しについて報告。 

  

  説明：柴山室長（潮来保健所地域保健推進室） 

医療機器の共同利用計画について報告。 

 

  説明：野澤課長（潮来保健所保健指導課） 

新型コロナウイルス感染症への対応について報告。 

 

 

その他 

   各委員からの発言はなし。 

 

 

  閉会 


